
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録

E 

山

本

勝

正

「
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録
E
L
に
つ
い
て

一
、
こ
の
目
録
は
、
平
成
二
年
十
二
月
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
夏
目
激
石
特
集
の
雑
誌
の
目
録
で
あ
る
。

目
録
作
成
に
あ
た
っ
て
の
採
録
基
準

(注
1
)

は
、
基
本
的
に
は
、
従
来
の
文
献
目
録
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
明
ら
か
に
激
石
に
つ
い
て
の
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
省
い
た
。
ま

(注
2
)

た
、
激
石
特
集
で
な
い
も
の
で
も
、
そ
の
大
半
が
激
石
に
つ
い
て
の
論
で
あ
る
場
合
は
、
採
録
し
た
。

- 87ー

て

原
則
と
し
て
、
現
在
所
蔵
し
て
い
る
文
献
を
採
録
し
た
が
、

(注
3
)

あ
っ
て
も
、
す
べ
て
確
認
で
き
た
文
献
の
目
録
で
あ
る
。

一
部
所
蔵
し
て
い
な
い
文
献
も
あ
る
。
た
と
え
所
蔵
し
て
い
な
い
文
献
で

一
、
猪
野
謙
二
解
説

・
重
松
泰
雄
注
釈
『
日
本
近
代
文
学
大
系
出
夏
目
激
石
集
皿
』
(
角
川
書
庖
昭
和
U
年
2
月
)
の
参
考
文
献
目
録
、

「
国
文
学
」
(
学
燈
社
)
に
、
昭
和
判
年
9
月
か
ら
、
平
成
元
年
4
月
ま
で
、
断
続
的
に
連
載
さ
れ
て
い
る
、
越
智
治
雄
氏
、
大
野
淳
一
氏
、

熊
坂
敦
子
氏
、
石
井
和
夫
氏
、
石
原
千
秋
氏
な
ど
に
よ
る
、

「激
石
研
究
文
献
目
録
」
を
は
じ
め
、
種
々
の
先
行
の
文
献
目
録
を
参
照
し
た
。

一
、
よ
り
網
羅
的
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
ま
た
、
発
行
年
月
日
ま
で
記
し
た
。
さ
ら
に
、
発
行
月
と
、
発
行
月
号
が
違
う
場
合
の
み
、
発

行
年
月
日
の
下
に
、
発
行
月
号
を
記
し
た
。
特
集
名
は
、
原
則
と
し
て
、
表
紙
の
表
記
に
よ
っ
た
。
表
紙、

目
次
、
本
文
、
奥
付
等
で
大
き



く
違
う
場
合
の
み
、
併
記
し
た
。

発
行
さ
れ
た
雑
誌
に
は
、
別
に
、

さ
ら
に
、
利
用
の
便
を
考
え
て
、
雑
誌
の
発
行
順
に
、

発
行
順
に
番
号
を
、
そ
の
雑
誌
名
の
上
に
記
し
た
。

特
集
名
の
上
に
番
号
を
記
し
た
。
特
に
二
回
以
上

一
、
文
献
目
録
に
続
い
て
、

「
参
考
①
」
と
し
て
、

二
回
以
上
激
石
特
集
を
発
行
し
た
雑
誌
の
一
覧
を
掲
載
し
た
。
次
に

「
参
考
②
」
と
し
て
、

従
来
の
文
献
目
録
に
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
、
も
し
く
は
、
採
録
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
文
献
に
つ
い
て
、
そ
の
文
献
所
収
の
論
文
を
記

し
た
。
さ
ら
に
、
「
参
考
③
」
と
し
て
、
復
刻
版
(
複
刻
版
、
複
製
版
)
、
マ
イ
ク

ロ
版
等
の
あ
る
雑
誌
に
つ
い
て
、
出
版
社
、
発
行
所
、
発

行
年
月
日
等
を
記
し
た
。
最
後
に
「
参
考
④
」
と
し
て
、
従
来
の
文
献
目
録
に
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
文
献
で
、
入
手
困
難
と
思
わ
れ
る
文
献

の
写
真
を
掲
載
し
た
。

一
、
「
参
考
①
1
④
」
に
続
い
て
、
「
付
記
①
」
で
前
回
の
「
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録
」
の
補
記
を
、
「
付
記
②
」
で
前
回
の
「
夏
目
激
石
参

考
文
献
目
録
」
の
続
き
に
あ
た
る
平
成
二
年
分
の
目
録
を
、
「
付
記
③
」
で
岩
波
版
激
石
全
集
の
内
容
見
本
の
目
録
を
掲
載
し
た
。
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一
、
先
行
の
文
献
目
録
よ
り
詳
し
い
が
、
遺
漏
も
あ
る
か
と
思
う
、
ま
た
、
誤
り
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
、
ご
教
一
不
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(注
1
)

た
と
え
ば
、
従
来
の
文
献
目
録
に
、
時
々
、
激
石
特
集
と
し
て
、
掲
載
さ
れ
て
い
る

「文
庫
」、
「
国
漢
」
な
ど
の
雑
誌
は
、
明
ら
か
に
激
石
特

集
の
号
が
な
い
の
で
省
い
た
。

(注
2
)

論
文
数
か
ら
、
ま
た
頁
数
か
ら
み
て
、
約
半
分
激
石
に
つ
い
て
の
論
で
あ
る
場
合
は
、
省
く
こ
と
と
し
た
。
従
っ
て
、

「日
本
文
芸
研
究
」
、
「
比

較
文
学
」
な
ど
に
は
、
時
と
し
て
、
約
半
分
激
石
に
つ
い
て
の
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
号
が
あ
っ
た
が
省
い
た
。

(注
3
)

未
確
認
の
文
献
と
し
て
、
左
記
の
文
献
が
あ
る
。
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

「
夏
目
激
石
研
究
」
創
刊
号
思
想
問
題
研
究
会
昭
日
年
発
行



夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録

E
(雑
誌
特
集
の
部

1 

現
代
人
物
評
論
口

夏
目
激
石
論

2 

人
物
月
旦

夏
目
激
石
論

3 

激
石
氏
の
人
と
「
芸
術
」

(
夏
目
激
石
氏
の
追
憶
)

4 

文
豪
夏
目
激
石

5 

(
「
激
石
研
究
」
)

6 

激
石
先
生
追
悼
号

7 

『
明
暗
』
と
『
一
兵
卒
の
銃
殺
』

8 

激
石
先
生
追
慕
号

9 

激
石
忌
記
念
号

10 

附
録

激
石
先
生
三
回
忌
記
念

11 

激
石
号

12 

(
夏
目
激
石
氏
追
悼

13 

夏
目
激
石
研
究
特
輯

14 

夏
目
激
石
研
究

15 

特
輯

激
石
記
念
号

16 

激
石
廿
年
忌
特
輯

「
中
央
公
論
」
お
年
3
号
(
捌
号

①
「新
潮
」
日
巻
1
号
(
月
号

「
近
代
思
潮
」

3
巻
l
号

「
新
小
説
」

n年
2
号
(
臨
時
号

「文
章
世
界
」
ロ
巻
2
号
(
即
号

①
「
渋
柿
」
初
号

①
「
早
稲
田
文
学
」
(
第
二
次
)
郎
号

「
新
思
潮
」

(
第
四
次
)

2
年
2
号

②
「
渋
柿
」
似
号

③
「
渋
柿
」
日
号
(
日
号
休
刊
合
併

「門
外
芸
術
」

1
巻
4
号

「
大
調
和
」

2
巻
叩
号

「
浪
漫
古
典
」

1
巻
6
号
(
6
輯

②
「
新
潮
」
ロ
年
4
号
(
抑
制
号

「
思
想
」
問
山
口
す

「
瓶
史
」

7
巻
1
号

反
省
社

新
潮
社

交
響
社

春
陽
堂

博
文
館

渋
柿
社

早
稲
田
文
学
社
編
輯
所
編

富

市

古

小

山

{

且

主

自

作

田

新
思
潮
社

渋
柿
社

渋
柿
社

門
外
芸
術
社

武
者
小
路
実
篤
編

春

秋

社

昭
和
書
一
房

新
潮
社

岩
波
書
庖

去
風
洞

E
J
唱

1

・
qu

・
-
I
A

ロH
Hj

A
佳

E

，Jq弓
υ

・勾''・
1
よ

口
H
d

A
性

大
6
・
1
・
1

大
6

・
1
・
2

大
6

・
2
・
1

大
6

・
2

・
ぉ

大
6

・
3
・
l

大
6
・
3
・
日

戸、司、
，

つ

臼

?

“

一
ノ

t

1

1

I

A

1

4

大
7
・
ロ

・
5

大
山
・

1
・
1

月口

3
・
0
・
l

n
u
a
R

唱

I

一

一

昭
9
・
9
・
1

刀
ロ
ハ
U

・
4
‘
・
1
i

n
H
H
H
唱
E
A

刀口

n
u
-
-ょ
・

1
A

E

-

-

:
 

月口

1
・
1
・
l

n"“唱
E
A

「科
学
と
文
芸
」

改
題

単
行
本
は

大
叩

4

幻

特
集
名
ワ

特
別
号
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日
月
号

ロ
月
号

特
集
名
?

特
集
ワ

新
春
特
別
号



17 

海
外
に
於
け
る
激
石
研
究

18 

激
石
研
究

特
輯

19 

夏
目
激
石
研
究

20 

夏
目
激
石
「
行
人
」
に
つ
い
て
|

名
作
鑑
賞
!

(夏
目
激
石

『
行
人
』
研
究

(名
作
鑑
賞
)
)

21 

特
輯
批
評

虞
美
人
草

・
愛
の
ご
ゑ

22 

特
輯
「
激
石
記
念
」

23 

鴎
外
と
激
石

24 

特
集

・
鴎
外
と
激
石

25 

特
輯
「
夏
目
激
石
」

26 

続
「
夏
目
激
石
」
特
集

27 

夏
目
激
石
読
本
(
〈
現
代
文
豪
読
本
V
1
)

28 

夏
目
激
石
特
集

29 

比
較
文
学
の
問
題
と
方
法

激
石
の
比
較
文
学
的
研
究

30 

激
石

・
作
品
論
と
資
料

31 

特
集

夏
目
激
石
の
総
合
探
求

32 

夏
目
激
石
研
究
私
た
ち
の
読
書
山

(夏
目
散
石
研
究
|
学
生
の
読
書
山
)

①
「文
学
」

4
巻
ロ
号

「
国
文
国
史
」

3
巻
1
号

②
「早
稲
田
文
学
」
(
第
三
次
)

5
巻
6
号

③
「
新
潮
」

幻
年
6
号
(
仰
号
)

「
日
本
映
画
」

6
巻
8
号

②
「
文
学
」
印
巻
ロ
号

「芸
林
聞
歩
」
幻
号

③
「
文
学
」
問
巻
日
号

①「
明
治
大
正
文
学
研
究
」

6
号

②
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」

7
号

「
文
芸
」
日
巻
8
号

①
「
英
語
青
年
」
別
巻
8
号
(
1
2
6
6
号
)

「
比
較
文
学
研
究
」

1

①
「解
釈
と
鑑
賞
」
翌
在
日
号

(初
号
)

(
寸
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
)

①
「
国
文
学
」

1
巻
6
号

(「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
)

岩
波
書
庖

大
阪
府
女
子
専
門
学
校
国

文
国
史
学
会
編

・
発
行

早
稲
田
文
学
社
編
集
部
編

早

稲

田

文

学

社

新
潮
社

大
日
本
映
画
協
会

岩
波
書
庖

洗
心
書
林

岩
波
書
庖

東
京
堂

東
京
堂

河
出
書
房

研
究
社
出
版

日
本
比
較
文
学
会
編

矢

島

書

房

至
文
堂

学
燈
社

①
「
夏
目
激
石
研
究
学
生
の
読
書
」
(I
〕
土
曜
会

(
「
学
生
の
読
書
」

1
輯
)

刀口
1
1

・つ白

・ー
ι

目
白

1
ょ

1

4

4
一

月口『
υ

.

、4

・
ハU

H

l

;

l

 

刀口『
u

・
F
O
-
-
i

H
1
 

刀

H
F
b
-
F
0

・
t
i

n
H
M
司

h
A

刀口
F
0
・
只
U

・
1
ょ

日

1
刀口ヮ，・
9

白・
1
A

H

1

1

:
 

昭
幻

-
4
・
1

刀口
5

・1
・。

ロ
u
q
r
u
-
-
1よ

月日

6

・
1
・
0

n
ロ
ワ
U

1

よ

n
d

月口々
i

.

‘
3

・
A
守

口
u
ワ

u
d
-
-ょ

刀口
9

・
3
・
5

ロ
u
つ&
4

、
っ
I
U

昭
mu
・
8

・
1

月口口
d

・
nv
・に
υ

n
ロ
ヮ
“

1
i

唱

i

ワ
コ

市
i

1

よ

一

円
什

Mrqu
.
司

i

唱
』

月口
1
・
1
・

o

nHμ

内ペ
U

可
l
ム

の

ノ

“

刀口
5
・
7
・
5

H

3
ー

!

ー

1

3
・
4
月
号

『夏
目
激
石
研
究
』

は
昭
お
・

2
・
お
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臨
時
増
刊

雑
誌
ワ

ロ
月
口
干
ワ

ロ
月
口
干
勺



33 

特
集
一
英
文
学
者
・
夏
目
激
石

34 

特
輯

激
石
文
芸
の
世
界

35 

夏
目
激
石
研
究
図
書
館

36 

夏
目
激
石

37 

夏
目
激
石
(
(
二
)
)

(
激
石
と
小
天
)

38 

激
石
文
学
の
魅
力

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
さ
醐

夏

目

激

石

論

激
石
特
集
号

特
集

39 

特
集

40 41 

夏
目
激
石
先
生
生
誕
百
年
記
念
特
集

42 

夏
目
激
石
研
究

(
激
石
研
究
)

43 

特
集
一
夏
目
激
石
と
英
文
学

44 

〈
特
集
〉

夏
目
激
石

45 

激
石
の
研
究

46 

特
集

夏
目
激
石
論

47 

特
集
|
|
夏
目
激
石
研
究
|
|

48 

夏
目
激
石

②
「
英
語
青
年
」
町
巻
5
号
(
1
3
4
7
号
)

①
「
日
本
文
芸
研
究
」

U
巻
3
号

②
「
解
釈
と
鑑
賞
」

mm
巻
3
号
(
揃
号

①
「
墨
美
」
郎
号

②
「
墨
美
」
凶
号

②
「
国
文
学
」
叩
巻

m号

①「
T
O
N」

4
号

「
図
書
」
問
号

「
日
本
談
義
」
復
活
問
号
(
通
巻
mm
号
)

②
「
学
生
の
読
書
」

6
集

③
「
英
語
青
年
」
田
巻
7
号
(
1
4
0
9
号
)

「
日
本
近
代
文
学
」

5
集

「
文
芸
研
究
」
弘
集

②「
T
O
N」

5
号

研
究
社
出
版

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会

至
文
堂

墨
美
社

墨
美
社

学
燈
社

関
西
学
院
大
学
S

・
C
・

A
-
文
学
研
究
グ
ル
ー
プ

岩
波
書
庖

日
本
談
義
社

土
曜
会

研
究
社
出
版

日
本
近
代
文
学
会
編

一

一

一

品

官

A
呈

日
本
文
芸
研
究
会

関
西
学
院
大
学
5

・
C
・

A
-
文
学
研
究
グ
ル
ー
プ

「
近
代
文
学
研
究
」

7
号

「
現
代
の
エ
ス
プ
リ
」
初
号
(
5
巻
お
号
)
江
藤
淳
編
集
・
解
説

(
「
解
釈
と
鑑
賞
」
別
冊
)
至
文
堂

広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
科

近
代
文
学
研
究
会

昭
お
・

5

・
l

刀
ロ
司
寸
・

3
J
・

nu

H

3

!

1

 

月口

q
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-
q
u
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n
H
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U
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口
沼
U

・
2
d

・
1
i

H
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;
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49 50 51 

激
石
と
明
治

52 

特
集

特
集

夏
目
激
石
研
究

特
集

激
石
文
学
の
人
間
像

激
石
と
鴎
外

53 

特
集
激
石
と
禅

(
特
集
・
激
石
ノ

1
ト
)

54 55 

特
集

56 

小
特
集

57 

特
集

※ 

所
収
論
文
四
編
中

編
激
石
子ふ
日間

(1) 

激
石
文
学
の
世
界

夏
目
激
石

激
石
文
学
の
構
図

「
近
代
文
学
試
論
」

4
号

③
「
国
文
学
」
日
巻
3
号

③
「
解
釈
と
鑑
賞
」
目
立
を
日
号
(
拙
号

「国
語
科
通
信
」
日
号

「
大
乗
禅
」
必
巻
日
号
(
瑚
号

「
日
本
文
学
」
児
巻
3
号
(
則
号

④
「
国
文
学
」

U
巻
5
号

「
文
芸
と
批
評
」

3
巻
2
号
(
辺
号

58 

特
集
|
|
明
治
の
文
学

ω

※
所
収
論
文
六
編
中
四
編
激
石
論

⑤
「
国
文
学
」
日
巻
5
号

「
日
本
文
学
」
凶
巻
5
号
(
加
号

60 

小常所新
特設蔵し
集展資い
示料 i激
夏同石
日像
激夏
石日
新激
研石
究展
特
集
万

59 61 

I 

63 

特
集
特
集
・
激
石
文
芸
研
究

夏
目
激
石

62 

夏
目
激
石
特
集

64 

④ 
-， -， 

文早解
学生釈
館誌と
図鑑
書賞
」

主35
萎巻
員 11
会 73

14二ω
7J ， 主手
別よ心
冊ご

①
「
解
釈
」

日
山
巻
ロ
号
(
別
号
)

③「

T
O
N」

6
号

(1) 

「
国
文
学

百
五
聞
と
文
芸
」
万
号

「
近
代
文
学
ノ

l
ト
」
創
刊
号

広広
島島
大大
学学
文近
学代
部文
近国学
代文研
文学究
学研会
研究編

議

学
燈
社

至
文
堂

角
川
書
庖

中
央
仏
教
社

日
本
文
学
協
会
編

未

来

社

刊

学
燈
社

「
文
芸
と
批
評
」
同
人

学
燈
社

日
本
文
学
協
会
編

未

来

社

刊

至
文
堂

日
本
近
代
文
学
館

図
書
資
料
委
員
会

解

釈

学

会

一

端

教
育
出
版
セ
ン
タ
ー

関
西
学
院
大
学
S

・
C
・

A
-
文
学
研
究
グ
ル
ー
プ

東
京
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
編

大

修

館

書

庖

中
央
大
学
国
文
研
究
室
内

近
代
文
学
研
究
会
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65 

激
石
研
究

(
夏
目
激
石
研
究
)

66 

特
集
ー
ー
ー
夏
目
激
石
・
「
夢
十
夜
」

67 

特
集
・
激
石
文
芸
の
世
界

68 

夏
目
激
石
の
手
帖

69 

激
石
特
集

70 

鴎
外
と
激
石

71 

特
集

明
治
四
十
年
以
前
の
激
石

72 

特
集

夏
目
激
石

73 

小
特
集
・
夏
目
激
石
研
究

74 

特
集

徽
石
文
学
の
原
点

75 

(
夏
目
激
石
特
集
)

76 

夏
目
激
石
特
集

77 

夏
目
激
石

78 

小
特
集

明
治
三
十
九
年
・
激
石
と
そ
の
周
辺

79 

夏
目
激
石
と
森
鴎
外

特
集

80 

《
激
石
V

81 

激
石
文
学
の
変
貌
|

|
三
つ
の
転
換
期

特
集

③
「
学
生
の
読
書
」
口
集

ω①「
日
本
文
学
」
却
巻
3
号

(山
号

②
「
日
本
文
芸
研
究
」
お
巻
3
号

⑤
「
国
文
学
」
凶
巻
ロ
号

「
潮
流
」
創
刊
号

「
国
語
と
国
文
学
」

ω巻
4
号

(日
号
)

ω②
「
日
本
文
学
」
引
訟
を
6
号

(
捌
号

「
実
存
主
義
」
印
号

「
英
語
文
学
世
界
」

7
巻
ロ
号

⑦
「
国
文
学
」
同
巻
5
号

「
浪
速
書
林
古
書
目
録」

5
号

「
近
代
文
学
研
究
」

2
輯

D
「
現
代
国
語
研
究
シ
リ
ー
ズ
」

4

C

(

「
国
語
展
望
」
別
冊
ロ
号
)

同
③
「
日
本
文
学
」
幻
巻
5
号
(
組
号
)

「
太
陽
」

m号

④
「
文
学
」

M
M

巻
日
号

③
「
国
文
学
」
印
巻
日
号

土
曜
会

日
本
文
学
協
会
編

未

来

社

刊

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会

学
燈
社

潮
流
同
人
編
集
・
発
行

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
編

五

土

十

人

A
旦

日
本
文
学
協
会
編

未

来

社

刊

実
存
玉
義
協
会
編

以

文

社

英
潮
社
出
版

学
燈
社

浪
速
書
林

葦
書
一
房
(
重
松
泰
雄
編
)

尚
学
図
書

日
本
文
学
協
会
編

・刊

平
凡
社

岩
波
書
庖

学
燈
社
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82 

夏
目
激
石
の
軌
跡

83 

夏
目
激
石
口

84 

夏
目
激
石
研
究

85 

壮
快
無
類

〈
新
・
坊
っ
ち
ゃ
ん
〉
登
場

激
石
文
学
館
」
刊
行
に
ち
な
ん
で
①
「
日
本
近
代
文
学
館
」
お
号

⑨
「
国
文
学
」
別
巻
U
号

86 

「
名
著
複
刻

87 

特
集
江
藤
淳
・
そ
の
軌
跡
と
現
在

特
集
2

夏
目
激
石

特
集

・
激
石
と
鴎
外

88 89 

夏
目
激
石

特
集

90 

特
集
・
夏
目
激
石

91 

特
集

夏
目
激
石
|

|作
品
に
深
く
測
沿
を
お
ろ
し
て

92 

特
集
一
夏
目
激
石

93 

夏
目
激
石

94 

〈
特
集
〉

夏
目
激
石

95 

特
集
H

夏
目
激
石

愛
の
思
想

96 

夏
目
激
石

出
生
か
ら
明
暗
の
彼
方
へ

97 

夏
目
激
石

98 

夏
目
激
石
〈
そ
の
虚
像
と
実
像
〉

土
曜
会
創
立
一
一
十
周
年
記
念
誌
夏
目
激
石
研
究
『
土

曜

会

二
十
周
年
記
念
誌
』

⑤
「
解
釈
と
鑑
賞
」
日
巻
U
号

(
制
号

99 

⑤
「
解
釈
と
鑑
賞
」

ω巻
2
号
(
即
号
)

D
「
現
代
国
語
研
究
シ
リ
ー
ズ
」

5

C

(

「
国
語
展
望
」
別
冊
目
号
)

④
「
学
生
の
読
書
」
日
集

「
グ
ラ
フ

N
H
K
」
日
巻
日
号

(
部
号

「
現
代
詩
手
帖
」
盟
事
]
2
号

「
国
語
通
信
」
邸
号

「
本
の
本
」

2
巻
8
号

⑮
「
国
文
学
」
幻
巻
は
号

④
「
英
語
青
年
」
凹
巻
山
号
(1
5
3
5
号
)

「
作
家
・
作
品
シ
リ
ー
ズ
」

3

「
翻
訳
の
世
界
」

2
巻
日
号
(
日
号

「
ユ
リ
イ
カ
」

9
巻
ロ
号

⑪
「
国
文
学
」
幻
巻
6
号

①
「
理
想
」
師
号

至
文
堂

尚
学
図
書

土
曜
会

N

H

K

編

N
H
K
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

日
本
近
代
文
学
館

学
燈
社

，思
潮
干土

筑
摩
書
房

ボ
ナ
ン
ザ

学
燈
社

研
究
社
出
版

「現
代
国
語
」
編
集
委
員
会
編

東

京

書

籍

日
本
初
訳
家
養
成
セ
ン
タ
ー

主
円
士
社

学
燈
社

理
想
社

至
文
堂

土
曜
会
創
立
二
十
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
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100 

夏
目
激
石

新
し
い
視
角
を
求
め
て

101 

特
集
"
吾
輩
は
猫
で
あ
る
“

(第

一
特
集
"
吾
輩
は
猫
で
あ
る
“

102 

夏
目
激
石
小
特
集
号

103 

夏
目
激
石
必
携

104 

激
石
・
鴎
外
と
そ
の
時
代

105 

激
石
・
龍
之
介
の
俳
句

特
集

106 

夏
目
激
石

(日
本
の
こ
こ
ろ

32 

⑫
「
国
文
学
」

μ
巻
6
号

⑦
「
解
釈
と
鑑
賞
」
付
巻
7
号
(
湖
号
)

第
二
特
集
安
部
公
房
の
現
在
)

「
視
向
」
幻
号

①
「別
冊
国
文
学
」
5
号
(
初
冬
季
号

「
歴
史
公
論
」

6
巻
4
号

(
日
号

「
俳
句
と
エ
ッ
セ
イ
」

8
巻
8
号

(2) 

「
別
冊
太
陽
」
辺
号

学
燈
社

至
文
堂

「
視
向
」
の
会

竹
盛
天
雄
編

学

燈

社

雄
山
閑

牧
羊
社

平
凡
社
(
瀬
沼
茂
樹
監
修
)
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108 

夏
目
激
石

表
現
と
し
て
の
激
石

109 

小
特
集

夏
目
激
石

110 

激
石
「
一
二
四
郎
」
と
「
こ
〉
ろ
」
の
世
界

III 

激
石
文
芸
の
世
界

特
集

112 

夏
目
激
石
必
携

E

113 

小
特
集
《
激
石
を
ど
う
読
む
か
》

③
「解
釈
と
鑑
賞
」
必
巻
6
号

(
叩
号

②
「
解
釈
」
幻
巻
9
号

(拙
集

⑬
「
国
文
学
」
お
巻
日
号

「
日
本
文
芸
学
」
凶
号

②
「
別
冊
国
文
学
」
日
比
号
(
担

「
青
春
と
読
書
」
内
号

至
文
堂

解

釈

学

会

編

教
育
出
版
セ
ン
タ
ー

学
燈
杜

日
本
文
芸
学
会

竹
盛
天
雄
編

学

燈

社

集
英
社

114 

小
特
集

激
石
の
作
品
に
ど
う
迫
る
か
「
月
刊
国
語
教
育
」

2
巻
8
号
(
は
号
)

1

i
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
「
三
四
郎
」
「
こ
こ
ろ
」
を
中
心
に

東
京
法
令
出
版

115 

特
集
H

夏
目
激
石

⑨
「
解
釈
と
鑑
賞
」

U
巻
ロ
号
(
帥
号

五
土
文
堂

刀口

F
b
・

氏

υ
・

1
よ

n
n
H
Fh
d
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・
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昭
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・
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・
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1
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刀
口
月
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・
司
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'
R
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n
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F
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《
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ワ
コ
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t

ハU
F

b

R
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・
1
・
l

n
M
M
FK
J

1
A

一
一

改
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版
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刀
ロ
ハ
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-
q
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A
H
U
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9
月
号

日
月
号



116 

特
集

夏
目
激
石

117 

特
集

激
石

118 

小
特
集

夏
目
激
石

119 

夏
目
激
石

比
較
文
学
の
視
点
か
ら

120 

特
集

文
人
夏
目
激
石

121 

特
集
H

新
・
夏
目
激
石
研
究
図
書
館

122 

特
集
H
夏
目
激
石

123 

特
集
大
そ
れ
か
ら

124 

特
集
口
森
田
芳
光

(
そ
れ
か
ら
)

125 

特
集
号

夏
目
激
石
の
比
較
研
究

126 

激
石
「
道
草
」
か
ら
「
明
暗
」

ノ¥

127 

夏
目
激
石
特
集

128 

創
立
二
十
五
周
年
記
念
特
集
①

夏

目

激

石

展

特

集

夏
目
激
石
校
時
的
研
究
事
典

129 130 

夏
目
激
石
展
特
集

131 

夏
目
激
石
特
集

132 

夏
目
激
石
特
集

I 

133 

激
石
・鴎
外
・
荷
風

近
代
文
学
の
窓
か
ら

「
方
位
」

6
号

「
近
代
文
学
ゼ
ミ
論
集
」

1
号

「(研
究
と
批
評
)
論
究」

7
号

⑪
「
国
文
学
」
お
巻
凶
号

「里出」

ωロす

⑮
「
解
釈
と
鑑
賞
」

ω巻
ロ
号
(
悶
号

②
「
理
想
」
印
号

「
キ
ネ
マ
旬
報
」
悶
号

「
シ
ナ
リ
オ
」
引
巻
ロ
号

(
叫
号

「
比
較
文
化
研
究
所
年
報
」
1
号

⑪
「
国
文
学
」
訂
巻
3
号

①
「
稿
本
近
代
文
学
」
9
集

②
「
日
本
近
代
文
学
館
」
W
号

⑬
「
国
文
学
」
認
巻
6
号

「神
奈
川
近
代
文
学
館
」
児
号

②
「
稿
本
近
代
文
学
」
叩
集

「
近
代
文
学
研
究
」

2
号

「
澗
朝
日
百
科
目
本
の
歴
史
」
町
号
(師号

熊
本
近
代
文
学
研
究
会
一
編

三

章

文

庫

南
山
大
学
国
文
科

南
山
大
学
文
学
部

細
谷
ゼ
ミ

細
谷
研
究
室

二
松
学
舎
大
学
佐
古
研
究
室

学
燈
社

芸
術
新
聞
社

至
文
堂

理
想
社

キ
ネ
マ
旬
報
社

マ
ル
ヨ
ン
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

「シ
ナ
リ
オ
」
編
集
部
編

シ

ナ

リ

オ

作

家

協

会

徳
島
文
理
大
学
比
較
文
化
研
究
所

年
報
編
集
委
員
会

学
燈
社

持
現
情
山
山
I

↓人
川
子
す
〈
茸
百
三
百
韮
問
m
〔
子
五
山
小

平
岡
研
究
室

日
本
近
代
文
学
館

学
燈
社

神
奈
川
文
学
振
興
会

筑
波
大
学
文
芸
言
語
学
系

市
ア
悶
州
日
削
内
九
宮
主

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
社
(
赤
嶺
方
)

朝
日
新
聞
社

刀口0
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刀口ワ
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刀口ワ
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1
よ

n
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刀口
q
u
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μ
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h
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昭
日
・

5
・
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日
月
上
旬
号

特
集
つ

96 -

特
集
号



134 

特
集

夏
目
激
石
|
|
作
家
論
と
作
品
論

135 

夏
目
激
石
伝
・
作
品
へ
の
通
路

136 

特
集
・
夏
目
激
石
再
読

137 

夏
目
激
石

138 

特
集
。
夏
目
激
石
激
石
論
の
現
在
と
激
石
と
い
う
鏡

(特
集
。
夏
目
激
石
川
激
石
論
の
現
在
)

。
「
解
釈
と
鑑
賞
」
習
を
8
号

(蹴
号

⑪
「
国
文
学
」

鈍
巻
5
号

④
「
新
潮
」
回
巻
6
号

「文
」
げ
号

「
叙
説
」

I

至
文
堂

学
燈
社

新
潮
社

知

性

社

編

公
文
教
育
研
究
会

位
以
説
舎

139 

ω
「国
文
学
言
語
と
文
芸
」
邸
号

※
激
石
論
二
編
と
、
「
三
四
郎
L

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

斜

頁

(

復

刊

初

号

)

+
〈
博
品
川
同
国
主
叩
聞
出
す

λ
片
手
ム
耳
信
欄

判

依

細

川

糾

H

山
引
け

140 

激
石
小
特
集

141 

特
集
大
阪
女
子
大
学
図
書
館
蔵
激
石
単
行
本
解
説

142 

特
輯

夏
目
激
石
を
読
む

143 

夏
目
激
石
事
典

144 

特
集

夏
目
激
石
文
学
に
み
る
男
と
女

145 

《
特
集
V

〈激
石
〉
を
読
み
か
え
る

〔
参
考
〕

参
考
①

雑
誌
別
一
覧

寸

F
W川
1
由
明
山

一
立
木
冶
血
門
」

① 

夏
目
激
石
論

人
物
月
旦

「
比
較
文
学
」
ロ
巻

「
百
舌
烏
国
文
」

刊
号

「
比
較
文
学
研
究
」
幻
号

③
「
別
冊
国
文
学
」
鈎
号

⑫
「
解
釈
と
鑑
賞
」
日
巻
9
号
(
由
号

「
日
本
の
文
学
」

8
集

「
新
潮
」
日
巻
1
号

(η
号

日
本
比
較
文
学
会

大
阪
女
子
大
学
大
学
院
国
語
学

国
文
学
専
攻
院
生
の
会

東
大
比
較
文
学
会
編

制

明

日

凶

山

山

山

叫

弘

札

三
好
行
雄
編

学

燈

社

至
文
堂

有
精
堂
編
集
部
編

有

精

堂

出

版

新
潮
社

月
口

qυ

・只
U

・$
i

n
H
H
H
p
h
u
 

平
元
・

4
-
m

平
元
・

6

・
1

平
元

-m-
担

平
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・
1
・
6

平
2

・
1

・日

平

2
・
3
・
幻

平
2

・
5
・
1
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平
2
・

6
-
m

平
2

・
7
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平
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・
9
・
1

平
2
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・
5
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q
u
・
ワ
f

・

1
4
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一
必
生



④③②  
136 20 14 

夏

目

激

石

研

究

「

新

潮

」

日

記

年

4
号
(
初
号
)

夏
目
激
石

「行
人
」
に
つ
い
て
|
|名
作
鑑
賞
|
|
「
新
潮
L

U
年
6
号

(
仰
号
)

特

集

・

夏

目

激

石

再

読

「

新

潮

」

郎

巻

6
号

③②①  
10 9 6 

附激 i秋渋
柿

録石石」
忌先
激記生
石念追
先号悼
生号

回
e. 

記
今

②①  

「
早
稲
田
文
学
」

『
明
暗
』
と
『
一
兵
卒
の
銃
殺
」

夏
目
激
石
研
究

④③②①  
80 24 22 17 

「
す
〈
尚
子
L

海
外
に
於
け
る
激
石
研
究

特
輯
「
激
石
記
念
」

特
集
・
鴎
外
と
激
石

《
激
石
V

「
明
治
大
正
文
学
研
究
」

①
お
特
輯
「
夏
目
激
石
」

「渋
柿
」
初
号

「
渋
柿
」
叫
号

「
渋
柿
」
日
号

(
日
号
休
刊
合
併
)

「
早
稲
田
文
学
」
(
第
二
次
)
郎
号

「
早
稲
田
文
学
」

(第
=
云
)

5
巻
6
号

「
文
学
」

「
文
学
」

「+文学」

「
文
学
」

4
巻
ロ
号

m巻
ロ
号

国
巻
日
号

必
巻
日
号

「
明
治
大
正
文
学
研
究
」

6
号

新
潮
社

新
潮
社

新
潮
社

渋
柿
社

渋
柿
社

渋
柿
社

早
稲
田
文
学
社
編
輯
所
編

東

京

堂

書

庖

早
稲
田
文
学
社
編
集
部
編

早

稲

田

文

学

社

岩
波
書
庖

岩
波
書
庖

岩
波
書
庖

岩
波
書
庖

東
京
堂
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日
月
号

ロ
月
号

98 



② 

続
「
夏
目
激
石
」
特
集

「
英
語
青
年
L

①
お
夏
目
激
石
特
集

②
お
特
集
一
英
文
学
者
・
夏
目
激
石

③
日
特
集
一
夏
目
激
石
と
英
文
学

④
回
特
集
二
夏
目
激
石

⑫⑪⑬⑨③⑦⑥⑤④③②①  
144 134 121 115 108 101 98 82 59 51 35 30 

「
解
釈
と
鑑
賞
」

(「国
文
学

激
石

・
作
品
論
と
資
料

夏
目
激
石
研
究
図
書
館

激
石
と
明
治

新
し
い
激
石
像

夏
目
激
石
の
軌
跡

夏
目
激
石
〈
そ
の
虚
像
と
実
像
〉

特
集
H

吾
輩
は
猫
で
あ
る
“

夏
目
激
石
表
現
と
し
て
の
激
石

特
集
H

夏
目
激
石

特
集
H

新
・
夏
目
激
石
研
究
図
書
館

特
集
夏
目
激
石
|
|
作
家
論
と
作
品
論

特
集
夏
目
激
石
文
学
に
み
る
男
と
女

解
釈
と
鑑
賞
」
)「
解
釈
と
鑑
賞
」
型
在
日
号
(
初
号
)

「
解
釈
と
鑑
賞
」
却
巻
3
号

(
制
号
)

「
解
釈
と
鑑
賞
」
翌
在
日
号
(
山
号
)

「
解
釈
と
鑑
賞
」
お
巻
日
号

(
叫
号
)

「
解
釈
と
鑑
賞
」
叫
巻
2
号
(
叩
号
)

「
解
釈
と
鑑
賞
」
日
巻
日
号
(
剛
号
)

「解
釈
と
鑑
賞
」
叫
巻
7
号
(
悶
号
)

「
解
釈
と
鑑
賞
」
必
巻
6
号
(
問
号
)

「
解
釈
と
鑑
賞
」

U
巻
ロ
号

(
日
号
)

「
解
釈
と
鑑
賞
」

ω巻
ロ
号
(
間
号
)

「
解
釈
と
鑑
賞
」
臼
巻
8
号
(
師
号
)

「
解
釈
と
鑑
賞
」
目
立
を
9
号
(
山
号
)

「
明
治
大
正
文
学
研
究
」

7
号

「
英
語
青
年
」
削
巻
8
号
(1
2
6
6
号
)

「
英
語
青
年
」
即
巻
5
号
(1
3
4
7
号
)

「
英
語
青
年
」
山
巻
7
号
(1
4
0
9
号
)

「
英
語
青
年
」

m巻
叩
号
(1
5
3
5
号
)
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文
堂

至
文
堂

至
文
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至
文
堂

至
文
堂

至
文
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至
文
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至
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堂

至
文
堂
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堂

至
文
堂
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⑪⑬⑬⑪⑬⑫⑪⑬@@⑦⑥⑤④③②①  
135 129 126 119 110 100 96 91 87 81 74 68 57 55 50 38 31 

「
国
文
学
」

(「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
)

特

集

夏

目

激

石

の

総

合

探

求

「

国

文

学

」

特
集
激
石
文
学
の
魅
力

「
国
文
学」

特

集

激

石
文
学

の

人

間

像

「

国

文

学

」

特

集

激

石
文
学

の

世

界

「

国

文

学

」

特

集

激

石
文

学

の

構

図

「

国

文

学

」

夏

目

激

石

の

手

帖

「

国

文

学

」

特

集

激

石

文

学

の

原

点

「

国

文

学

」

特
集
激
石
文
学
の
変
貌
|

三
つ
の
転
換
期
「
国
文
学
」

開
賎
2

車
時
僻
石
そ
の
軌
跡
と
現
在

「国
文
学
」

特
集
夏
目
激
石
|

作
品
に
深
〈
測
沿
を
お
ろ
し
て
「
国
文
学
」

夏
目
激
石
出
生
か
ら
明
暗
の
彼
方
へ
「
国
文
学
」

夏
目
激
石
新
し
い
視
角
を
求
め
て
「
国
文
学
」

激
石
「
三
四
郎
」
と
「
こ
、
ろ
」
の
世
界
「
国
文
学
」

夏
目
激
石
比
較
文
学
の
視
点
か
ら
「
国
文
学
」

激
石
「
道
草
」
か
ら

「
明
暗
」

へ

「

国
文
学
」

夏
目
激
石
け
械
的
研
究
事
典

「国
文
学
」

夏
目
激
石
伝

・
作

品

へ

の

通

路

「

国
文
学」

「
学
生
の
読
書
」
他

(
土
曜
会
発
行
)

①

ロ

夏

目
激
石
研
究
私
た
ち
の
読
書

ω

ー
巻
6
号

叩
巻
日
号

日
巻
3
号

U
巻
5
号

学
燈
社

刀口
1
・
1
・

o

n
u
『
U

唱

i

η

4

学
燈
社

刀口口
υ

・
司J

・
nv

n
u
A生
《

《

ワ

“

学
燈
社

刀口
3
・
2

・
。

n
U
A
-

，4
η

L

 

学
燈
社

刀ロA
t
・

4
合

・

引
U
V

H

4

4

2

 

日
巻
5
号

M
M

巻
ロ
号

同
巻
5
号

山
口
巻
日
号

初
巻
U
号

幻
巻
H
H

号

幻
巻
6
号

μ
巻
6
号

お
巻
日
号

叩

ω
巻

μ
号

出
巻
3
号

犯
巻
6
号

学
燈
社

月ロ
5

・
4

・
。

n
n
A

u

z

t

 

学
燈
社

刀口戸
b
・

3
J
・

に
d

U
M
A苛
4

【
‘

守

ワ

臼

学
燈
社

刀口0
0

・4
ま
・
ハU

n
n
A地

4

つム

学
燈
社

η
日

Q
d

1よ

ハ

u

nn
A
9

1
ょ

っ臼

学
燈
社

刀口
n
u

-
-
A

・
n
u

nH"
FhJV

旬

EA

n，μ

学
燈
社

η
コ句
I

1

i

ハu

nm刊
phd

1よ
守

ワ

臼

学
燈
社

月口令
υ

・
-3

・
nv

n
n
q
u
t
‘
ヮ
“

学
燈
社

刀口
A

噌
・
-3

・ハ
U

ロu
F

b

t

‘
ヮ
“

学
燈
社

月ロ
n
b

・
o
・
O

Rμ

R
U

T
i

ワω

学
燈
社

月口0
0

・
t
i

・
n
u

n
n
p
D
6
1よ
守

ワ

μ

学
燈
社

刀ロ
1

・
3

・。

日
μ
ρ
o

，-、

っμ

学
燈
社

刀口
円
叫
・
-
コ・刊心

H
6

J

2

 

町内巻
5
号

学
燈
社

平
元

・

4
-
m

「夏
目
激
石
研
究

学
生
の
読
書
」
〔I
〕
土
曜
会

刀ロ
5

・
7

・
5

n
n
q

δ

'

I

1

4
 

ロ
月
号

9
月
臨
時
増
刊

-100 



⑤④③②  
99 84 65 42 

夏

目

激

石

研

究

「

学

生

の

読

書

」

6
集

激

石

研

究

「

学

生

の

読

書

」

口
集

夏

目

激

石

研

究

「

学

生

の

読

書

L

日
集

土
曜
会
創
立
二
十
周
年
記
念
誌
夏
目
激
石
研
究
『
土
曜
会
二
十
周
年
記
念
誌
』

②①  
67 34 
「
日
本
文
芸
研
究
L

特
輯
激
石
文
芸
の
世
界

特
集
・
激
石
文
芸
の
世
界

「
日
本
文
芸
研
究
」
比
巻
3
号

「
日
本
文
芸
研
究
」
幻
巻
3
号

「
墨
美
」

①

初

夏

目
激
石

②

訂

夏

目
激
石
(
(
一
口
)

「
墨
美
」

「
墨
美
」
145 136 
セ1 7J 

③②①  
60 46 39 

「
中
A

ハU
N
H
I」

特
集
む
ス
U
U
ェ
伽
ス
肘
l
論

特
集
夏
目
激
石
論

特
集
・
激
石
文
芸
研
究

「

T
O
N」

4
号

「

T
O
N
」

5
号

「

T
O
N」

6
号

「
日
本
文
学
」

(1) 

「
日
本
文
学
」
国
巻
3
号

(
鵬
号

※
所
収
論
文
四
編
中
三
一
編
激
石
論

土
曜
会

土
曜
会

土
曜
会

土
曜
ム
五
創
立
一
丁
丁
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会

墨
美
社

墨
美
杜

関
西
学
院
大
学

S

C

・

A
-
文
学
研
究
グ
ル
ー
プ

関
西
学
院
大
学
5
・
C
・

A
-
文
学
研
究
グ
ル
ー
プ

関
西
学
院
大
学
S
-
C
-

A
'
文
学
研
究
グ
ル
ー
プ

日
本
文
学
協
会
編

未

来

社

刊

昭
4
・
4
・
1

刀
ロ
ハ0

・
A
‘
・
1
ム

n
n
A性

刀口

O
・
G

・
l

n
ロ
FD

1
よ

ャ
一

刀口

3
・
2

3

nHμ

「、υ

唱

E

A

r

、

月
日
円
J

・
3
・
O

H
3

!

1

 

昭
M
叩
・

9
・

5

昭
ぬ
・

3
・
1

昭

ω
・
2
・
1

刀口
n
V

・
1
・
5

日
μ

A当

1
i

1

4

刀
ロ
ワ
μ

・
1
L
-

n
U

口
U
A斗
&

4

4

刀口

F
b

・ヮ“・
Fb

口
U
A
せ

守

1
よ

4

ワム

月口
Aョ

-
q
u

・
ーよ

円日

4A

雑
誌
?

⑤

?

 

3

・
4
月
号

101 



(2) 
58 

「
日
本
文
学
」
凹
巻
5
号
(
加
号

(5) (4) (3) 

特
集
1

l

明
治
の
文
学

※
所
収
論
文
六
編
中
四
編
激
石
論

特
集

|
1
夏
目
激
石
・
「
夢
十
夜
」

特
集
明
治
四
十
年
以
前
の
激
石

小
特
集

①
「
日
本
文
学
」
空
を
3
号
(
制
号
)

②
「
日
本
文
学
」
幻
巻
6
号

(m号
)

③
「日
本
文
学
」
幻
巻
5
号

(加
号
)

②①  
109 61 
「
解
釈
」
小
特
集

小
特
集

「国
文
学

(2) (1) 
139 63 

特
集

明
治
三
十
九
年
・

激
石
と
そ
の
周
辺

夏
目
激
石
新
研
究

夏
目
激
石

言
語
と
文
芸
L

夏
目
激
石

I 

「
解
釈
」
日
立
を
ロ
号

(m号

「
解
釈
」
幻
巻
9
号
(
制
集

言
語
と
文
芸
」
乃
号

「
国
文
学
言
語
と
文
芸
」
邸
号

※
激
石
論
二
編
と

「
三
四
郎
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ω頁
(

復

刊

初

号

)

① 
77 
「
現
代
国
語
研
究
シ
リ
ー
ズ」

夏
目
激
石

② 
83 

夏
目
激
石
口

(1) 

「
太
陽
」
特
集

夏
目
激
石
と
森
鴎
外

「国
文
学

「
現
代
国
語
研
究
シ
リ
ー
ズ
L

4

(
寸
国
語
展
望
」
別
冊
ロ
号
)

「
現
代
国
語
研
究
シ
リ
ー
ズ
L

5

(
「
国
語
展
望
L

別
冊
目
号
)

「太
陽
」
問
号

口
μ
す
中

+λw{子
同
帥
ム
五
寝
棚

未

来

社

刊

日
本
文
学
協
会
編

未

来

社

刊

日
本
文
学
協
会
編

未

来

社

刊

日
本
文
学
協
会
編

・刊

惚

附

却

机

同

子

A
耳
語
棚

教
育
出
版
セ
ン
タ
ー

解

釈

学

会

一

編

教
育
出
版
セ
ン
タ
ー

東
京
教
育
大
学
圏
諸
国
文
学
会
編

大

修

館

書

庖

大
塚
国
語
国
文
学
会
一
編

抑

惜

繍

判

朴

u
羽
川

尚
学
図
書

尚
学
図
書

平
凡
社

昭日制・

5

・
1

昭
必
・

4

・
1

昭
U

・
6

・
1

刀ロ
9
・
5
・

o

n
n
A
-
-
t・、

1
4

昭昭
56 45 

9 12 

昭
必
・

3

・
1

-102-

平
2
・
1
・
日

昭

ω
・
5

・
1

昭
叩
・

5

・
1

刀
口
Q
d

-
-
3

・
1
ょ

H
A
-
-
守

i



(2) 
106 

夏
目
激
石

(
日
本
の
こ
こ
ろ

32 

「
別
冊
太
陽
」
認
号

②①  
128 86 
「
日
本
近
代
文
学
館
」

「
名
著
複
刻
激
石
文
学
館
」
刊
行
に
ち
な
ん
で
「
日
本
近
代
文
学
館
」

割

己

一

叫

研

時

時

号

「

日
本
近
代
文
学
館
」

お口一勺

巾
出
口
す

②①  
122 97 
「
理
想
」
夏
目
激
石

特
集
日
夏
目
激
石

間口一勺

「理
想
L

「
理
想
」

拙
口
万

③②①  
143 112 103 

「
別
冊
国
文
学
」

夏
目
激
石
必
携

夏
目
激
石
必
携

E

夏
目
激
石
事
典

「別
冊
国
文
学
」
5
号

「別
冊
国
文
学
」
は
号

「別
冊
国
文
学
」
ぬ
号

「
稿
本
近
代
文
学
」

①

凹

夏

目
激
石
特
集

②

m
夏
目
激
石
特
集

「
稿
本
近
代
文
学
」

9
集

「
稿
本
近
代
文
学
」
叩
集

参
考
②

所
収
論
文
一
覧

①
叩

附

録

激

石
先
生
三
回
忌
記
念

③
「渋
柿
」
日
号
(
日
号
休
刊
合
併

平
凡
社
(
瀬
沼
茂
樹
監
修
)

日
本
近
代
文
学
館

日
本
近
代
文
学
館

理
想
社

理
想
社

竹
盛
天
雄
編

山{子
隣
国
品
料
日
山

竹
盛
天
雄
編

，
〔
子
抽
出
品
料
川
山

三
好
行
雄
編

学

燈

社

筑
波
大
学
文
芸
言
語
学
系

平
岡
研
究
室

筑
波
大
学
文
芸
言
語
学
系

市

T
問
削
研
川
町
内
九
{
至

渋
柿
社

ワヨ
FU

}

5

江

μ
R
U
.
【

L.
ワ臼

刀ロハ川
v

・
1
i

・
「3

H

5

1

1
 

河口

2
・
5
・
5

H

E

l

l
 

刀
口

q
u

・
nv
・
1
t

n
H
μ
ph
d

噌

E
A

一

一

刀口

nu
・
2
J

・
-
L

H
6

;

:
 

刀口

5
・
2

・
0

nHμ

「
吋

u

，‘

司E
A

刀
口
7
t
-

-〉

'
n
u

H

5

!

l

 

平
2
・

7
-
m

月口

1

・
1

・
1

n
u
p
b

唱

i

q
L

刀
口
つ
れ】
目
つん

'
-
A

門

H
H
F
h
U

司
1
4

内
ノ
臼

大
7

・
ロ

・
5

秋
季
特
大
号

初
冬
季
号

η
4
 

n
A
V
 

ハU

日
月
号

ロ
月
号



蛙
の
鳴
声
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・
・・・・・
・・・
・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・
・・
・・・・・・
・・・・・
・・・・
・・・
・・・・・
・・
・
・
:
:
:
:
:
;
:
:
・
寺
田
寅
彦

修
善
寺
の
秋
・:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
J
J
・-
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
-
;
J
J

・-・:

:

小

宮

豊

隆

悼
激
石
仁
兄
・
:
・
・・・・・・
・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・
・・・
・・・・・・
・・・・・・・・
・・
・・・・・・・・・・・・
・・・・・
・・・・
・・・
・・・・・
・
・
:
東
郭
落
合
為
誠

稀
代
の
人
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
j
i
-
-:
-
j
i
-
-
-
-
J
J
・
-
j
・:
:

;
:
:
;
:
・

・尾

崎

敬

義

激
石
氏
の
『
草
枕
』
に
現
は
れ
た
る
芸
術
観
と
シ
ヨ
ベ
ン
ハ
ウ
ヱ
ル
の
芸
術
観
:
・
:
:
::・
木
村
秀
太
郎

遺
稿
印
税
幾
十
万

:
:
・
:
;
:
:
・
:
;

:

:

:

:

;
::・

:
:
:
:
:
:
-j

i
--
:
:
:
・
松
根
東
洋
城

※
目
次
の
「
激
石
先
生
三
周
忌
記
念
」
は
間
違
い
。

② 

夏
目
激
石
研
究
|
私
た
ち
の
読
書
山
1

①
「
夏
日
激
石
研
究
|
学
生
の
読
書
」
(
I〕

(
夏
目
激
石
研
究
l
学
生
の
読
書

ω
)
(「
学
生
の
読
書
」

1
輯
)

夏
目
激
石
「
そ
れ
か
ら
」
を
め
ぐ
っ
て
|
|
対
談
l
i
l
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-:
j
i
-
-:
;
:
滝
沢

夏
目
激
石

「
こ
こ
ろ
」
の
研
究

:
j

i

-
-・
:
・
:
・
:
・
・
:
:
・
:
:
:
:
:
・
:
:
・・
久
山

夏
目
激
石
に
つ
い
て
高
坂
正
顕
先
生
を
囲
ん
で
:
:
:
:
・:・
・:
j
j
i
-
-
:
:
:
:
:
・
土
曜
会
々
員

刀口
F
U

・
7
f

・
FK
J

口
μ

q

J

F

J

1

i

土
曜
会

克

己

・

久

山

康

康
・
土
曜
会
々
員

※
そ
の
他
省
略

③ 
36 

夏
激目
石激
と石
禅

北
山

①
「
墨
美
」
郎
号

墨
美
社

昭
ぬ
・

3
・
1

正
迫

※
本
文
す
べ
て
北
山
正
一
週
氏
の
論

④ 

夏
目
激
石
(
三
)

(激
石
と
小
天
)

②
「
墨
美
L

国
号

墨
美
社

刀口

nu
・つム・

ーよ

n
H
Aせ

104 

3
・
4
月
号



激
石
と

天

北
山

※
本
文
す
べ
て
北
山
正
迫
氏
の
論

⑤ 

特
愛~ ~皮集
の三?の
不ご歩夏ド
在 I~むス

I~ 道目l
三17: 激フ
四-1-.ス

ER示: 石キ
論安・勢三LT . .湘

青阪岩
山口阪

①
「
T
O
N」

4
号

関
西
学
院
大
学
S
・

c
-
A
-
文
学
研
究
グ
ル
ー
プ

※
そ
の
他
省
略

⑤ 

夏
目
激
石
先
生
生
誕
百
年
記
念
特
集
「
日
本
談
義
」
復
活
問
号
(
通
巻
捌
号
)

夏
目
激
石
と
熊
本
俳
壇
|

|
主
と
し
て
玄
耳
と
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〔
付
記
〕

付
記
①
「
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録
L

補
記

前
に
発
表
し
た
「
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録
」
(
「
国
語
国
文
学
誌
」
却
号
平
2
・
ロ
)
の
遺
漏
、

す
る
。
補
記
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
方
々
の
ご
教
示
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

誤
記
に
つ
い
て
の
補
記
を
次
に
掲
載

①
問
頁
幻
行
日

遠

藤

橋

公

編

『

激

石

漫

言

』

発
行
日
を
訂
正
す
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

藤
橋
公
編
『
激
石
漫
一
言
』

中
村
屋

、ニ乞

1墨

中
村
屋

②
的
頁
2
行
目
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

高

辰

編

『

激

石

警

句

集

』

(図
版
)

賀
集
文
楽
堂

山

③
卸
頁
3
行
目

高

山

辰

編

『

激

石

警

句

集

』

(

第

四

版

)

文
献
の
下
の
③
を
④
に
す
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

辰
三
編
『
激
石
警
句
集
』
(
第
四
版
)

伊
香
保
書
院

伊
香
保
書
院

古
同

山

④
的
頁
6
行
日

遠
藤
無
水
著
『
社
会
主
義
者
に
な
っ
た
激
石
の
猫
』

発
行
月
日
を
訂
正
す
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

文
泉
堂

大
6

・
1

・
U

大
6

・
1
・ぉ

大
7

・ロ

・
3

大
8

・
3
・
M

大
8
・
3

-
M

大
8
・
9
・
5

③
大

6

・
3

③
大

6
・
3

④
大
6
・
3



⑤
的
頁
9
行
目

×
蓑
村
雨
男
著
『
激
石
の
猫
は
吾
輩
で
あ
る
』

発
行
日
を
記
す
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

村
雨
男
著
『
激
石
の
猫
は
吾
輩
で
あ
る
』

⑤
卸
頁
凶
行
目

※

山

本

春

雄

著

『

激

石

の

三

四

郎

日

記

』(『
激
石
の

J
面
郎
日
記
」
』
)

(
『
激
石
の
「
三
四
郎
日
記
」
』
)
を
削
除
す
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

本

春

著

『

激

石

の

三

四

郎

日

記

』

×
遠

『
社
会
主
義
者
に
な
っ
た
激
石
の
猫
』

文
泉
堂

藤

鉦

水

著

精
華
堂
書
庖

※
古
家

精
華
堂
書
庖

現
代
社

山

雄

現
代
社

⑦
回
頁
日
行
日
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

『
激
石
遺
墨
展
覧
会
出
品
目
録
』

③
四
頁
凶
行
目

高

山

※ 

東
京
日
本
橋
倶
楽
部

京
都
美
術
倶
楽
部

大
8
・
7

?

大
9

・
3

・

大

9

・

3
-
m

大

9

・
7

・

m

大
9

・
7
・

u

大
9

・

m

辰

三

編

『

激

石

警

句

集

』

博

秀

館

大

m
-
4
・
お

作
品
の
題
の
下
に
(
第
四
版
)
を
記
し
、
文
献
の
下
の
④
を
⑤
に
す
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

山

辰

三

編

『

激

石

警

句

集

』

(

第

四

版

)

博

秀

館

τ当「
同3

大
山

・
4
・
ぉ

大
8
・9
・5
初
版

所
蔵
も
調
査
要
。

④
大
6

・
3

⑤
大
6

・
3



⑨
的
頁
凶
行
自
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

×
吉

田

常

夏

著

(編
)

『地
上
聖
語

激
町
文
措
伊

)
耕
一
軒
警
一切
3
千
章
』
(
十
版
)

⑬
卸
頁
凶
行
目

×
三

※ 
。
卯
頁
5
行
目

島島

⑫
卯
頁
凶
行
自

×
松

田

松

郎
著
『
虞
美
人
草
後
篇
』

も
う
一
つ
作
品
の
題
を
記
し
、
発
行
日
を
-訂
正
す
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

郎

著

『虞
美
人
草
後
篇
』
(
糊
何
虞
美
人
草
後
篇
)

四四
為

男

著

『

夏

目
さ
ん
の
人
及
び
思
想
』(『
夏
目
さ
ん
の
人
及
思
想
』
)

文
献
の
下
に
①
を
入
れ
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

為

男

著

『夏
目
さ
ん
の
人
及
び
思
想
』
(『夏
目
さ
ん
の
人
及
思
想
』)

三
星
社
(出
版
部
)

日
本
書
院

日
本
書
院

大
同
館
書
庖

大
同
館
書
庖

大
口

・
2

・日

ζ

3

2

5
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秀

太

郎

著

『正

岡

子

規

・

秋

山

真

之

・

夏

目

激

石

』

昭

6

・
1

・

発
行
月
を
訂
正
し
、
発
行
日
を
入
れ
、
同
頁
口
行
目
の
次
の
行
へ
移
す
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

秀

太

郎

著

『正
岡
子
規
秋
山
真
之
夏
目
激
石
』

人
国
社

田

⑬
卯
頁
口
行
目
の
次
の
行
に
、

島

為

男

著

次
の
文
献
を
入
れ
る
。

『夏
目
さ
ん
の
人
及
び
思
想
ニ
わ
腹
軒
町
V
J
人
及
思
想
』
)

入
国
社

大
同
館
書
庖

昭
6

・
8
・
1

昭
7

・
3
・日

初
版
大
5

2

お

は
副
題
な
し
。

① 

-117ー

②
昭
2
・
叩



平
元
著
『
激
石
の
課
外
講
義
龍
南
人
物
展
望
』

著
者
名
、
書
名
、
発
行
年
等
不
正
確
で
、
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

千

之

著

『

龍

南

人

物

展

望
』

九

州

新
聞
社
出
版
部

昭
ロ
・
ロ

-m

目
次
に

「夏
目
激
石
の
課
外
講
義
H

野
球
の
第

一
回
対
外
戦
」
と
あ
る
が
、
採
録
基
準
外
な
の
で
削
除
。

⑪
卯
頁
凶
行
自

×
羽

賀

誠

『道
義
と
自
然
か
ら
見
た
激
石
の
作
品
』

(

私
家
版
)

作
品
の
題
の
下
に
、

(雑
記
第
一
輯
)
を
記
し
、
発
行
月
日
を
記
す
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

賀

誠

一

著

『

道

義

と

自
然
か
ら
見
た
激
石
の
作
品
』
(
雑
記
第一

輯
)

(私
家
版
)

著

;:j;:j 

⑬
引
頁
7
行
目

小

宮

豊

隆

鵠

誠

『夏
目
激
石
特
に
そ
の
「
明
暗
」
を
中
心
と
し
て
』

「
明
暗
」
の
「
」
を
と
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

豊
隆
鵠
一
蹴

『夏
目
激
石
特
に
そ
の
明
暗
を
中
心
と
し
て
』

話
回
漕
仮
晶
弘
吉
田
A
E

す
小
曲
目
盟
副
ム
E

信
畑
地
仮
特
別帆
古
円

A
E

士
巾
曲
日
却
叫
ム
冨

呂

⑬
凹
頁
叩
行
目

佐

藤

春

夫

編

著

『激
石
の
読
書
と
鑑
賞
』

小
山
書
庖

発
行
年
を
訂
正
し
、
同
頁
H
行
目
の
次
の
行
へ
移
す
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

春

夫

編

著

『激
石
の
読
書
と
鑑
賞
』

イ左

藤

小
山
書
庖

⑪
但
頁
担
行
目

×
士
口
回

=と
Eコ

回

昭
7

昭
7
・
4
・
お

刀ロ
0

・7
・。

H

1

4

2
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月
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2
・
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・
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t
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っ臼

昭
13 

。。

初
版
の
奥
付
の
昭

和
日
年
は
間
違
い
。



⑬
位
頁
8
行
日
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

×

松

譲

著

『

激

石

・
人
と
そ
の
文
学
』
(
特
製
版
)

岡

潮
文
閣

⑬
児
頁
ロ
行
自
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

浅

野

晃

著

『

明

治

文

学

史

老

「
激
石
と
鴎
外
と
天
心
』

万
里
閣

@
回
頁
6
行
目
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

久

米

正

雄

著

『

風

と

月

と

』

鎌
倉
文
庫

回
頁
8
行
自
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

@
※
稲
村
徹
元
編
『
最
近
の
激
石
研
究
文
献
考
』

⑫

×

松

岡

譲

著

『

激

石

の

漢

詩

』

(

上

製

本

)

(
私
家
版
)

十
字
屋
書
庖

@
回
頁
印
行
目
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

滝

沢

克

己

著
『
夏
目
激
石
』
(
一
一
一
版
)

乾
元
社

@
回
頁
日
行
日
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

×

岡

一

郎

編

『

所

蔵

激

石

関

係

切

抜

目
録』

(
私
家
版
)

@
回
頁
日
行
目

滝

沢

『
夏
目
激
石
』
(
改
訂
増
補
新
版
)

克

己

著

乾
元
社

月
日
円
/
・
っ
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n
M
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唱
E
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唱
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②
昭

η
・
6

②
昭
幻
・

9

③
昭
同
日

奥
付
は
再
版
。

③
昭
同
日
・
日



滝

文
献
の
下
の
③
を
④
に
す
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

沢

克

己

著

『
夏
目
激
石
』
(改
訂
増
補
新
版
)

@
M
頁
6
行
日

※

小

林

龍

二

郎

編

『激
石
の
文
学
ノ

l
ト
』
(
清
龍
文
庫
)

発
行
月
日
を
記
す
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

林

龍

二
郎

編

『

激

石

の

文

学

ノ

l
ト
』
(
清
龍
文
庫

※ 

小

2 

⑫
似
頁
8
行
日

×
弘

田

義

定

著

『

子

規

と

激

石

』
(
岡
田
憲
章
編
集
・
発
行
)

著
者
名
、
発
行
所
等
不
正
確
で
次
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

憲
章
繍
一
時

『子
規
と
激
石
』
(
松
山
観
光
協
会
編
)

岡

田

@
M
頁
叩
行
目
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

坂

本

浩

著

『夏
目
激
石
』
(
文
芸
読
本
I
・
5
)
(成
城
国
文
学
会
編
)
(
三
版
)

@
川
出
頁
凶
行
目

×
磯
ケ

谷

紫

江

『

切
手
と
夏
目
激
石
』

発
行
所、

発
行
月
日
を
記
す
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

※

磯

ケ

谷

紫

江

著

『

切

手

と

夏

目

激

石

』

乾
元
社

清
龍
文
庫
刊
行
会

清
龍
文
庫
刊
行
会

松
山
市
観
光
協
会

松
山
観
光
協
会

市
ヶ
谷
出
版
社

(私
家
版
)

紫
香
会

月
ロ
ミ
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・
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⑮
川
四
頁
初
行
目

松

岡

松

譲
著
『
夏
目
激
石
』

(市
民
文
庫
)

文
献
の
下
の
②
を
③
に
す
，る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

岡

譲

著

『夏
目
激
石
』
(
市
民
文
庫
)

河
出
書
房

河
出
書
房

@
町
頁
9
行
目

松

岡

譲

著

『

夏

目

激

石

L

(

河
出
文
庫
)

文
献
の
下
の
③
を
④
に
す
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

岡

譲

著

『夏
目
激
石
』

(河
出
文
庫
)

河
出
書
房

河
出
書
房

松

@
白
頁
国
行
目

白

井

吉

見

編

守

日

本

文

学

ア

ル

バ

ム

7

夏
目
激
石
』

文
献
の
下
に
①
を
入
れ
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

井

吉

見

編

『

日

本

文

学

ア

ル

バ

ム

7

夏
目
激
石
』

筑
摩
書
一房

筑
摩
書
房

臼

@Mm頁
4
行
目

滝

沢

克

著

『夏
目
激
石
』

文
献
の
下
の
④
を
⑤
に
す
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

沢

克

著

『

夏

目

激

石

』

己

洋
々
社

洋
ム
司
社

滝

己
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@
M
m
頁
ロ
行
自
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
o

G俳
句

や

円

師

材

開

有

『夏
目
激
石
研
究
文
献
目
録』

@
引
頁
口
行
目

×

庭

山

庭庭

積
著
『
激
石
の
研
究

I
-
H』
(
日
本
文
学
論
稿
)

二
行
に
分
け
、
発
行
年
月
日
を
記
す
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

積
著
『
激
石
の
研
究

I
』
(
日
本
文
学
論
稿

積

著

『激
石
の
研
究

E
』
(
日
本
文
学
論
稿

(
私
家
版
)

山

第

冊

(私
家
版
)

第
二
冊
)

山

@
m
m
頁
刊
行
目
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

※

横

井

博

編

著

『

講

説

夏

目

激

石

|
人
と
作
品
|
』
(
改
訂
版
)

@
的
頁
日
行
目
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

内

田

貢

編

『

激

石

伝

拾

遺

』

(
鎌
倉
激
石
の
会
報
告
第
一
号
)

鎌
倉
激
石
の
会

@
的
頁
凶
行
目

×

金

子

健

二
著
『
人
間
激
石
』
(
新
装
版
)

発
行
日
を
記
す
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

子

健

二

著

『人
間
激
石
』

(新
装
版
)

協
同
出
版

金

協
同
出
版
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@
叩
頁
別
行
目
の
次
の
行
に
、

東
京
都
江
東
区
立

一面

城
東
図
書
館
市

次
の
文
献
を
入
れ
る
。

『
夏
目
激
石
に
関
す
る
蔵
書
目
録
』
(
慨
親
畑
一
隔
離
目
録

@
m
頁
9
行
自
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

『
生
誕
百
年
記
念

伝
記

夏
目
激
石
』
(
青
春
文
庫
)

⑪
聞
頁
叩
行
目

横

井

博

編

著

『

夏

目

激

石

人

と

作

品

』

(

新

訂

版

)

文
献
の
下
の
②
を
③
に
す
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

井
博
編
著
『
夏
目
激
石
|
人
と
作
品
|
』
(
新
訂
版
)

横

@
朋
頁
印
行
自
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

東
京
駄
伴
図
書
館
編
『
激
石
生
誕
一

O
O
年
記
念
資
料
展
示
目
録
』

⑬
m
頁
刊
行
目

松

岡

中公

譲
著
『
激
石
の
漢
詩
』

文
献
の
下
の
②
を
③
に
す
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

譲
著
『
激
石
の
漢
詩
』

岡

⑭
m
頁
3
行
目
の
次
の
行
に
、

白

井

吉

見

欄

諜

次
の
文
献
を
入
れ
る
。

『日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

6

夏
目
激
石
』
(
『
激
石
』
)
(
特
装
本
)

第
4
集

東
京
都
江
東
区
立

城
東
図
書
館

旺
文
社
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@
m頁
7
行
目

滝

沢

滝

克

著

『
激
石
の
世
界
』

文
献
の
下
の
⑤
を
⑤
に
す
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

沢

克

己

著

『激
石
の
世
界
』

己

国
際
日
本
研
究
所

国
際
日
本
研
究
所

⑬
問
頁
H
行
目

岡

本
一
平
作
画
『
激
石
名
作
漫
画
』
(
名
著
複
刻
全
集
編
集
委
員
会
編
)
日
本
近
代
文
学
館

発
行
月
日
を
記
し
、
同
頁
8
行
目
の
次
の
行
へ
移
す
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

本

一

平
作
画

『激
石
名
作
漫
画
』
(
名
著
複
刻
全
集
編
集
委
員
会
編
)

岡

@
m
頁
6
行
自
の
次
の
行
に
、

次
の
文
献
を
入
れ
る
。

北

尾

哲

章

一開
時
『
激
石
論
』
(
関
井
光
男
発
行
責
任
)

⑬

m頁
幻
行
自

古古

川

久

著

『激
石
の
書
簡
』

文
献
の
下
に
①
を
入
れ
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

久

著

『激
石
の
書
簡
』

)11 

日
本
近
代
文
学
館

日
本
E文大
・芸学
F学芸
ク科術
7一学
ス年部

東
京
堂
出
版

東
京
堂
出
版

⑩
即
頁
刊
行
目

鈴

木

敏

幸

著

『

修

善

寺

以

後

の

激

石

』

倭

冠

社

『修
善
寺
以
後
の
激
石
』
の
下
に

「二
訂
版
」
を
入
れ
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

刀
口
『
υ

・

3
J
・

に
d

H

4

1
守

自

3
・
3
・
5

n
n
4・

4
《

?
u

昭
43 

自

3
・
3
・
0

H

4

!

1

 

百
4
・
1
・
5

n
n
d性

、
i

ワ
u

η
コR
υ

1

よ

ハ

U

打
開
」
性

噌i

1

i

刀
口
に
d

・
T
よ
・

nu

n
H
μ
a
n
T

唱

E
A

句

E
A

刀
口

n
u
-
-A

・
n
u

n
H
U
F
Fh
u

唱

E
A

n

ノ“

h
u
n
u
8
・
I

C
H

-

-

島
自
8
・
l

U
H

-

-

① ①
奥
付
な
し

-124-

① 



主令

木

敏

幸

著

『
修
善
寺
以
後
の
激
石
』
(
二
訂
版
)

@
m
頁
M
行
日
の
次
の
行
に
、

※

芥

龍

之

介

著

) 11 

次
の
文
献
を
入
れ
る
。

『
葬
儀
記
』
(
豆
本
)

倭
冠
社

コ
ン
ノ
書
房

⑪
山
頁
6
行
目

×

踊

献

輪

断

著

『

夏

目

激

石

・
北
里
柴

三

郎

』

(

世

界

伝

記

全

集

児

)

講

談

社

発
行
月
日
を
記
し
、
前
頁
同
行
日
の
次
の
行
に
移
す
。
表
一
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

酎
叶
鴨
断
著
『
夏
目
激
石
北
里
柴
三
郎
』
(
世
界
伝
記
全
集
団
)

斎西

講
談
社

@
m
頁
担
行
自
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

※
三
島
秀
雄
著
『
「
夏
目
激
石
と
朝
日
新
聞
」
補
遺
|
連
載
小
説
の
「
社
内
版
」
につ
い
て
|』

朝
出
明
欄
鮎
室

@
山
頁
2
行
自
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

小
実
著
『
小
田
実
小
説
世
界
を
歩
く
|
激
石
か
ら
ジ
ョ
ン
・
オ
カ
ダ
ま
で

』

回

@
山
頁
7
行
日

※

鈴

木

芳

正

著

『

夏

目

激

石

は

B
型
人
間
か
』
(
産
心
ブ

ッ
ク
ス
)

発
行
日
を
記
す
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

木

芳

正

著

『

夏

目

激

石

は

B
型
人
聞
か
』
(
産
心
ブ

ッ
ク
ス
)

主令

河
出
書
房
新
社

産
心
社

産
心
社
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@
山
頁
幻
行
目

坂

本

著

『

新

訂

文

芸

読

本

夏
目
激
石
』

(右
文
新
書
)

文
献
の
下
の
②
を
③
に
す
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

本

浩

著

『

新

訂

文

芸

読

本

夏

目

激

石

』

(右
文
新
書
)

I告

坂

@
山
頁
2
行
自
の
次
の
行
に
、

高

木

文

雄

編

著

次
の
文
献
を
入
れ
る
。

『
商
慣
枠
九
げ
す
人
抽
出
期
目

、ン
リJ
I

l
イ
人

mw

島
崎
藤
村
・
夏
目
激
石
』

(築
瀬
一
雄
監
修

@
山
頁
6
行
日
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

古

久

著

『激
石
の
書
簡
』
(
新
装
版
)

)11 

@
山
頁
初
行
目
の
次
の
行
に
、

愛
媛
子
ど
も
の
た
め
の

伝
記
刊
行
会
編
著

次
の
文
献
を
入
れ
る
。

『大
和
田
建
樹
・
末
広
鉄
腸

・
夏
目
激
石
』
(
悦
誠
子
ども
心古
川J
切で

@
m
頁
日
行
目

稲

垣

瑞

穂

著

『激
石
と
イ
ギ
リ
ス
の
旅
』

文
献
の
下
に
①
を
入
れ
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

垣

瑞

穂

著

『激
石
と
イ
ギ
リ
ス
の
旅
』

@
m
頁
ロ
行
目
の
次
の
行
に
、
次
の
文
献
を
入
れ
る
。

清
水
氾
著
『
激
石
の
悲
劇
・
生
死
を
め
ぐ
る
現
代
の
不
安
と
苦
悩
』
(
2
版
)

右
文
書
院

右
文
書
院

加
藤
中
道
館

東
京
堂
出
版

愛
媛
県
教
育
会

吾
妻
書
房

吾
妻
書
房

聖
文
舎

自
5
・
0
・
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n
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FD

可
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n
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・
5

口
"
F
D

I

e
-4

月
口
Fb

・ヮ“

・
-3

n
U
PU

-
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日
μ
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o
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つ
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@
m頁
7
行
日

虚
碧
白
雲
居
士
著
『
激
石
拾
遺
(
女
性
観
と
社
会
思
想
)
』

畳
乱
青
堂

発
行
月
日
を
-訂
正
し
、
同
頁
ロ
行
自
の
次
の
行
へ
移
す
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

虚

碧

白

雲

居

士

著

『激
石
拾
遺
(
女
性
観
と
社
会
思
想
)
』

@
四
頁
日
行
目

繍

柑

蹄

配

著

『

夏

目
激
石
入
門
』

鈴
木
氏
の
名
前
を
訂
正
す
る
。
表
記
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

柑

輔

配

著

『

夏

目
激
石
入
門
』

鈴猪

※ 

学
術
文
献
刊
行
会
編

『国
文
学
年
次
別
論
文
集
』
(
近
代
2
)
(
朋
文
出
版
発
行
)
が
、

り
、
そ
の
内
容
の
半
分
近
く
が
激
石
に
つ
い
て
の
論
で
あ
る
が
採
録
し
な
か
っ
た
。

※ 

ご
教
示
い
た
だ
い
た
文
献
で
採
録
し
な
か
っ
た
文
献

O
大
岡
信
著
『
大
岡
信
著
作
集
第
四
巻
』

O
近
代
文
学
研
究
会
編
『
夏
目
激
石
の
こ
と
ば
』

O
荻
野
恒
一
著
『
嫉
妬
の
構
造
』

青
土
社

新
文
学
書
房

紀
伊
国
屋
書
庖

刀ロヮ“・

4
・a

・
Rυ

n日
F

、u

d

η

ノ
“

昭
M
・
3
-Mω

昭
臼

・
4

・
刊ω

月日

3

・
5
・
6

U
U
FO

E

‘

1
よ

畳
乱
青
堂

刀ロ
q
u
・
司
J

・

nv

n
H
M
F
h
u

r

，目、

平
野
五
郎

筑
摩
書
房

平
元

・
ロ

・
日

筑
摩
書
房

平
元

・
ロ
・
日

昭
和
田
年
(
昭
和
町
年
版
)
よ
り
発
行
さ
れ
て
お

(「
夏
目
激
石
論
」
所
収
)

奥
付
で
は
初
版
で
あ
る
が
、
昭
和
叩
年
4
月
刊
日

発
行
と
内
容
が
全
く
同
じ
で
あ
る
た
め
。



1 2 3 4 

付
記
②

佐島勝j酉

(
平
成
2
年
)

古

純

郎

夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録

著

『
夏
目
激
石
の
文
学
』

為

井

淑

男+員行

6 

石

原

千

秋

編

跡
見
学
園
短
期
大
学
一面

図
書
館
稲

百

合

子

著

5 7 8 9 10 11 

井伊佐李西

井

英

彦中東

グ
ル

ー
プ
文
明
開
化
著

基力

12 13 

上豆

手Ij

14 

(
河
出
書
房
新
社
編
集
部
編
)

夫

15 16 

加米水

古

純

白日

国

ま百藤

敏

回

手U

キナ

美

日召苗

著

『
夏
目
さ
ん
の
人
及
思
想
』
(
近
代
作
家
研
究
叢
書

m)(復
刻
)

著

『
不
如
帰
の
時
代

水
底
の
激
石
と
青
年
た
ち
』

著

『
激
石

そ
の
陰
緊
』

『
日
本
文
学
研
究
資
料
新
集

反
転
す
る

テ
ク
ス
卜
』

14 

夏
目
激
石

『
夏
目
激
石
関
係
所
蔵
目
録

1
』

『
夏
目
激
石
試
論
1

l
近
代
文
学
ノ
l
ト』

著

『夏
目
激
石
』
(
新
日
本
新
書
仰

著

『
激
石
論
究
』

著

『
夏
目
激
石
文
学
主
肱
研
究
』

著

可激
石
と
白
樺
派
』

『
夏
目
激
石
も
の
し
り
読
本
』
(
広
済
堂
ブ
y

ク
ス

著

『
新
文
芸
読
本
夏
目
激
石
』

『
激
石
の
『
明
暗
』
に
と
り
入
れ
ら
れ
た

「
第
二
の
自
然
主
義
の
手
法
」
』
(
マ
イ
ブ
ッ
ク
・
シ
リ
ー
ズ

『
わ
た
し
の
激
石
』

著著

『
続
明
暗
』

朝
文
社

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

名
古
屋
大
学
出
版
会

有
精
堂
出
版

有
精
堂
出
版

跡
見
学
園
短
期
大
学

図
書
館

河
出
書
房
新
社

新
日
本
出
版
社

朝
文
社

北
京
大
学
出
版
社

有
精
堂
出
版

広
済
堂
出
版

河
出
書
房
新
社

64 

さ
い
た
ま
〔
マ
イ
プ

y

ク
〕
サ
ー
ビ
ス

勤
草
書
房

筑
摩
書
房

平
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・
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・

u

平
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・
3
・
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平
2
・
3
・
訂

平
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・
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・
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平
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・
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・
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平
2
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-
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平
2
・
4
-
m

平
2
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・
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平
2

・
5
・
ぉ

平
2
・
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平
2
・
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・
叩

平
2

6

・
日

平
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・
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・
ぉ

平
2

・
7
・
8

平
2

・
8
・
ぉ

平
2

・
9

・
1

③
昭
2
・
日

。。

説



17 

大

野

ム浮

雄一豊穂子日百

編

d
m石
文
学
地
図
』
(
激
石
文
学
作
品
集
約
録

福
武
書
庖

『
神
経
症
夏
目
激
石
』

著

岩
波
書
庖

『
夏
目
激
石
と
倫
敦
留
学
』
(
改
訂
新
版
)

桜
楓
社

著編

吾
妻
書
房

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
・
草
枕
』
(
激
石
作
品
論
集
成
{
第
三
巻

沖
積
舎

『
魔
術
と
し
て
の
文
学
|
夏
目
激
石
論
|
』
(ち
ゅ
う
せ
き
叢
書
日
)

著

『
夏
目
激
石
と
女
性
愛
さ
せ
る
理
由
』

(叢
刊
・
日
本
の
文
学
日

著

付
記
③
岩
波
版
激
石
全
集
(
作
品
集
)
内
容
見
本
目
録

①

激

石

全

集

(

一

回

)

全

十

二

巻

「規
定
及
内
容
見
本
」

②

×

激

石

全

集

(

二

回

)

「

規

定

及

内

容

見

本

」

③

激

石

全

集

(

三

回

)

「

規

定

及

内

容

見

本

」

④

普

及

版

激

石

全

集

「

規

定

及

内

容

見

本

」

⑤

激

石

全

集

⑤

激

石

全

集

⑦

全

集

18 

平

19 

坂小片稲

21 22 23 

佐
々
木 井

ー昌

新
血
(
社

平
2
・

H
-
m

平
2
・
1
・
幻

平
2
・
日
・

ω
②
昭
臼

・
5

指

瑞

平

2
・

u
・
1

平
2
・
ロ
・
3

②
昭
m
M

・
1

森岡

曜陽

平

2
・
ロ
・
お

24 

Z
O冨
冨
〉
聞
ハ
開
Zω
回
目
見

-O

ミヘ同同
3
h
q
〉
内
町
句
。
~
山
岡
回
日
-

K

山

内

O
〉
h
h
v
h
見
k
A
叫

3
H
戸、同
匂
吋
q
N
)州
、

(
町
内

S
E
-
-」
2
2
5
-
Q
O『
司

0
5
m
p
ω
Z且
呂
田
円
口

Z
R
Z
一

E
E
-
-
u
m
E
R
r
-
D
E
E
Z
Y向
。
ロ

D問
E
1
d
z。・
N
H
)

百『回
E
F
o
z
r
p
』
〉
司
〉

Z
町

内

自

ω色
白
コ
-
〈

2
Z可
。
{
明
，

o耳
目
間
口

ω
Z
E
g
L
u
g

口

英

※
前
に
発
表
し
た
「
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録
」
(
「
国
語
国
文
学
誌
」

入
手
し
得
た
も
の
に
限
っ
た
。

決
定
版

新

輯

決
定
版

激

石

全

十

四

巻

全

十

四

巻

全

二

十

巻

全

十

九

巻

全
=
一
十
四
巻

全

十

六

巻

『
激
石
案
内
』

初
ロ
マ

平

2
・
ロ
)
の
続
き
で
あ
り
、
平
成
三
年
五
月
現
在
、

ー 129-

岩
波
書
庄
内
激
石
全
集
刊
行
会

岩
波
書
庖
内
激
石
全
集
刊
行
会

岩
波
書
庄
内
激
石
全
集
刊
行
会

岩
波
書
庖
内
激
石
全
集
刊
行
会

岩
波
書
庖
内
激
石
全
集
刊
行
会

波

書

庖

波

書

庖

大
6
・
9

大

8

・
?

大
口
・

3

昭
3
・
ワ

刀
口

n
v
-
n
U

H
-
-
ー

岩岩

ワ
1
3
1

'
}

n廿

n
d

・
E
L

刀
口
円
v

・
nυ

円
円

u
p
a斗
&

唱

E
A

頁
頁
数
未
確
認
(
未
見
)

η
頁
と
「
内
容
見
本
」

6
頁

日
頁

(発
行
月
確
認
で
き
ず
)

日
頁
と
「
内
容
組
方
見
本
」
4
頁

μ
頁
日山頁



⑫⑪⑪⑨③  

激岩 i軟特新激
石波 装書

文茎石版型石
，自~ J!奪三

在激全激全
旦石石
山作
集品集孟集
集不

再
録

④ 

全
十
七
巻

岩山石岩岩岩

書書書書書

庖居居庖庖

刀口

q
d
・
1
よ

n
n
A
U
2
Tム

昭
3
・

m

刀
口
Q
J

・
3
J

H

5

!

 

平

2
・
2

平
2
・
叩

8 
頁

枚枚枚枚

普
及
版
激
石
全
集
金
二
十
巻
「
規
定
及
内
容
見
本
」

〈資
料
〉
『
普
及
版
激
石
全
集
』
(
昭
和
三
年
刊
)
の
「
内
容
見
本
」
よ
り

岩
波
書
庖
内
激
石
全
集
刊
行
会

「
図
書
」
担
号

月口

qυ

・
9
“・
?
L

n
ロ
F

U

1

よ

一
一

昭
3

・
?

日凶頁

波波波波波

全
=
一
十
五
巻

全
十
八
巻

全
幻
点

・
お
冊

全

十

六

冊

岩
波
書
庖

130 

岩
波
版
激
石
全
集
の
内
容
見
本
は
、
資
料
的
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
「
付
記
③
」
と
し
て
掲
載
し
た
。
頁
数
は
、
あ
る
程

度
の
量
の
あ
る
内
容
見
本
じ
限
っ
た
。
な
お
⑤
と
⑤
に
つ
い
て
は
別
の
内
容
見
本
が
あ
る
。
ま
た
、
激
石
全
集
の
巻
数
(
冊
数
)
は
内

容
見
本
の
巻
数
で
、
実
際
の
巻
数
と
違
う
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。
他
に
も
岩
波
版
激
石
全
集
の
内
容
見
本
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
特
に
昭
和
二
十
二
年
発
行
の
二
種
類
の
全
集
に
つ
い
て
は
、
内
容
見
本
が
発
行
さ
れ
た

か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

※ 

(
本
学
教
授
)




